
  

 

第１５７回 経営協議会（定例）議事要旨 

 

日 時   令和８年３月１９日（木）１４：３０～１６：００ 

場 所   事務局特別会議室（４階） 

 

議題１．理事の選任に係る意見聴取について（資料１）（資料画面共有、席上配付）【資料説明あり】 

議題２．国立大学法人鹿児島大学職員給与規則等の一部改正について（資料２）【資料説明あり】 

議題３．教育学部附属中学校の学級減等について（資料３）【資料説明あり】 

議題４．令和８年度学内当初予算（案）について（資料４）【資料説明あり】 

議題５．今後の役職員宿舎のあり方について（資料５）【資料説明あり】 

議題６．令和８事業年度における長期借入金の借入れ及び償還計画に係る認可申請書（案）につい 

て（資料６） 

議題７．令和９年度施設整備費概算要求事業（案）について（資料７）【資料説明あり】 

 

報告事項１．副学長の選任について（資料８）（資料画面共有、席上配付）【資料説明あり】 

報告事項２．寄附講座「医療関節材料開発講座（京セラ）」の設置期間更新について（資料９）  

 協議事項１．イノベーションセンターの現状と課題について（資料１０） 

                          

その他 

 

［出席委員］ １５名 

 井戸学長 

（理事）橋口、橋本、宮本、有倉、藤澤 

（学内委員）石塚 

（学外有識者）岩元、神川、河野、津曲、中村、藤本、牧角、山縣 

 

［欠席委員］   ０名 

（理事） 

（学内委員） 

（学外有識者） 

 

［オブザーバー］   

（理事）石窪、萩元 

（監事）加用、松枝 

（副学長）郡山 

（学部長等）藤内、溝口、大脇、木方、小山、田川 

 

《以下 Ｗｅｂ会議参加》 

（学部長等）冨安、後藤、山本、遠藤、廣瀬、北原 

 

議題１．理事の選任に係る意見聴取について（資料１）（資料画面共有、席上配付）【資料説明あり】  

学長から、理事の選任に係る意見聴取について諮られ、現理事（非常勤を含む）について、財

務・施設担当の藤澤理事が、令和８年４月１日付けで人事異動となることから、国立大学法人鹿

児島大学組織規則第９条第１項に基づき、後任の理事の選任に関して、経営協議会から意見を聴

取することについて、資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 



  

 

 

議題２．国立大学法人鹿児島大学職員給与規則等の一部改正について（資料２）【資料説明あり】  

学長から、国立大学法人鹿児島大学職員給与規則等の一部改正について諮られ、橋本理事から、 

令和７年人事院勧告のうち令和８年度適用分において本学の関係規則等を整備することについ

て、資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

 

議題３．教育学部附属中学校の学級減等について（資料３）【資料説明あり】 

学長から、教育学部附属中学校の学級減等について諮られ、宮本理事から、少子化による附属 

小学校の規模の適正化に伴う附属中学校の学級減について、資料に基づき説明があり、審議の結

果、了承された。 

 

 

議題４．令和８年度学内当初予算（案）について（資料４）【資料説明あり】 

学長から、令和８年度学内当初予算（案）について諮られ、藤澤理事から、令和８年度学内予

算編成方針（令和８年１月２２日学長裁定）に基づき、策定した令和８年度学内当初予算（案）

について、資料に基づき説明があり、種々意見交換が行われ、審議の結果、了承された。 

 

 

議題５．今後の役職員宿舎のあり方について（資料５）【資料説明あり】 

学長から、今後の役職員宿舎のあり方について諮られ、藤澤理事から、今後の宿舎の必要戸数、

廃止時期、売却計画等について、資料に基づき説明があり、審議の結果、了承された。 

 

 

議題６．令和８事業年度における長期借入金の借入れ及び償還計画に係る認可申請書（案）につい 

て（資料６） 

学長から、令和８事業年度における長期借入金の借入れ及び償還計画に係る認可申請書（案） 

について諮られ、学長からの概要説明及び事前配付資料に基づき、審議の結果、了承された。 

 

 

議題７．令和９年度施設整備費概算要求事業（案）について（資料７）【資料説明あり】 

学長から、令和９年度施設整備費概算要求事業（案）について諮られ、藤澤理事から、キャン

パス計画室会議及び施設マネジメント委員会において学部等からの要求を評価し作成した令和

９年度施設整備費概算要求事業（案）について、資料に基づき説明があり、審議の結果、了承さ

れた。 

 

 

報告事項１．副学長の選任について（資料８）（資料画面共有、席上配付）【資料説明あり】 

  学長から、令和８年度の副学長について、財務・施設担当理事となる福島氏には財務・施設担

当の副学長に就任していただき、橋口理事、橋本理事、宮本理事、有倉理事、石塚病院長、郡山

副学長におかれては再任すること及び郡山副学長においては、教育研究評議会評議員とすること

について、資料に基づき報告があった。 

 

 

 



  

 

 

報告事項２．寄附講座「医療関節材料開発講座（京セラ）」の設置期間更新について（資料９） 

   寄附講座「医療関節材料開発講座（京セラ）」の設置期間更新について、資料による報告があ

った。 

 

 

協議事項１．イノベーションセンターの現状と課題について（資料１０） 

   学長から、今回の協議事項は、南九州・南西諸島域イノベーションセンターの現状と今後の課

題について意見交換するため提案した旨説明があり、引き続き、藤枝センター長から、南九州・

南西諸島域イノベーションセンターの現状と今後の課題について、資料に基づき説明があり、各

委員から次のような意見等があった。 

 

   ・イノベーションセンターが設置されて３年程とのことだが、センターができたからこそ可能

となったことはあるのか。 

 

   ・新聞社が実施している大学イメージ調査や地域貢献度調査において、鹿児島大学は上位にラ

ンクインすることが多いが、どういったところが学外から評価されていると感じているか。 

 

   ・「大学の特色・強みの内外からの認識の不一致」がひとつの課題、とのことだが、学内をよ

く知るイノベーションセンターとしては、鹿児島大学の強みや課題をどう考えているか。 

 

   ・鹿児島大学のブランドとなるような取組を検討してもいいのではないか。 

    

   ・鹿児島大学の研究者が発明し、特許に至った場合は鹿児島大学が特許権者になるのか。また、 

    鹿児島大学以外の研究者が発明し、特許に至った場合も鹿児島大学が特許権者になるのか。 

 

   ・特許に関する知的財産についてのセンターとしての特許戦略やリスク管理を教えていただき

たい。 

 

   ・企業と大学が連携しようとすると、企業が求めるスピード感と収益性に大学が対応できない

こともあるが、打開策として、産総研やＡＭＥＤ等と組むことがあるのか。また、地域、エ

ネルギー等に特化したファンドのような媒体が、企業と大学の間に入った方がスムーズに進

むのか、あるいは、企業と大学が直接関係を持つ方がスムーズに進むのか。 

 

   ・鹿児島県との連携も、より進める余地があると思うが、今後についてどう考えているか。 

 

 

その他 

   岩元委員からＡＩ教育についての発言があり、本学の状況を踏まえて種々意見交換が行われた。 

 

  次回（定例）は、令和８年６月 25日（木）13時 30分からとなった。   


